






















の転換, そして IoT (Internet on Things) に代表されるようにネットワークに接続
された製品をシステムとして運用することから得られる利益を目指す動きまでがあ
る。本論文ではこうしたサービス化の経路について検討する。




















































また, 情報に関しては, 人工知能やビッグデータの利用に代表されるように, 近年の
サービス生産の効率化や人間の代替, 有体財から情報への転換などが起こっている



















































































































A: サービス B: 有体財 C: 情報












































しも連続的に記述できているわけではなく, この点は (2007) でも言及されてい
るように新しい考え方が必要とされる部分である。製造企業のサービス化を考える上では,
交換から双方が得られる価値と使用から消費者が得られる価値が分離して理解されること




























































んだ後に, 大量生産や競争の激化による有体財の価格低下, 食品への支出の逓減, 生活用
品の充足から有体財への支出が減少して, 無体財への支出が増えていることは事実である。


















生産するものはサービスもしくは情報, 情報利用権であると思われるが, 1970年に 4万 5
千人であったのが2010年には127万 8 千人となっている。ICTの進展がいかに多くの就業
者を生み出したかが良く分かる事例である。もちろん, 自然科学系研究者が 9万 7千人か








































































3）Rathmell (1966), Judd (1964) などを参照。
4）ここでの分類については山本 (1999) の 1 章を参照。
5）Levitt (1972) などを参照。
6）Spohrer and Maglio (2008), Gauber et al. (2010) など参照。
7）モノとサービスの組み合わせ (bundling) についての研究は製品・サービスシステム (PSS)
として数多く展開されているが, 本稿では取り扱わない。Schmenner (2009), Baines (2007),
Tukker (2004) などを参照。
8）原他（2008）など。
9）Vargo and Lusch (2004), p 8.
10）Macdonald et al. (2011) など。
11）この部分の就業者数は各年の国勢調査による。推計は労働政策・研修機構による。また,
2000年以降はホームヘルパーという分類が作られ, 2005年には32万 7 千人余りが就業している。
家事サービスは依然として有体財に代替されていないことを示している。
12）Cowan (1983) 等を参照。
13）and Helle (2010) などを参照。
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